
 

 

 

 

 

吉田拓郎の「夏休み」 
校 長  長 友 充 男 

 

 JR谷山駅の到着メロディが、吉田拓郎さん（シンガーソングライター） 

の「夏休み」であることは御存じかと思います。拓郎さんは小学２年生ま 

で谷山小学校に通い、「夏休み」は、本校で過ごした日々を思いながら書い

た楽曲と聞いています。有名な歌手である吉田拓郎さんが本校に通ってい

たことも驚きですが、代表曲「夏休み」が谷山小での思い出が基になって 

いることにも感激いたします。 

 この度、ファンクラブを中心とした「夏休み歌碑制作実行委員会」の方々から申し出が 

あり、西門の入口に記念歌碑を建立することとなりました。８月１１日 

には簡易な除幕式を実施する予定です。歌碑が建つことで観光スポット 

になったり、谷山や谷山小のことが全国に広く知られたりすることは大 

変うれしいことです。地域の交流人口も増やせることから、谷山ふるさ 

とコミュニティ協議会からも賛同いただいています。谷山小の新たなア 

ピールポイントとして、皆さんもどうぞお知りおきください。 

 

 さて、２１日から本校も夏休みです。貴重な長い休み期間を無駄に過ごすことなく、元

気で、安全に、そして思い出深い自分の「夏休み」にしてもらいたいと願っています。御

家庭や地域での見守り、どうぞよろしくお願いします。 

学 校 だ よ り 

鹿 児 島 市 立 谷 山 小 学 校 

 

 

 

 

令和５年７月発行 

 みなさん、はじめまして。私は昭和４４年３月に谷山小学校を卒業した今西と申します。 

歌手の吉田拓郎さんが過ごされたころの、谷山の美しい豊かな自然と夏の情景、通って

いた谷山小学校での思い出を込めて作られたのが「夏休み」という歌です。この歌には、

「麦わら帽子」「田んぼのかえる」「絵日記」「花火」「畑のとんぼ」「すいか」「水まき」「ひ

まわり」「夕立」「せみの声」といった、夏の情景や思い出が美しいメロディに乗せて歌われ

ています。 

このすばらしい歌を、これからの未来に生きるみなさんに歌い継いでもらい、ふるさと

である谷山を誇りに思ってもらいたいと思います。そのために、この度母校である谷山小

学校に、この「夏休み」の歌碑を建てさせていただくことになりました。 

                 令和５年７月 

                    夏休みプロジェクト 代表 今西智之 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

  

６月３０日（金）、第１回学校運営協議会を開催しました。学校運営協議会制度とは以下の通りです。 

①  学校運営協議会制度とは、学校運営や学校の課題に対して、広く 

保護者や地域住民の皆さんが参画できる仕組み 

②  教育委員会規則に基づき、教育委員会の指定により学校に設置 

③   学校運営協議会が設置された学校をコミュニティ・スクールという 

 

本校は昨年度からコミュニティ・スクールとなっています。地域連携に 

関する成果のみならず、教職員の意識改革や学力向上・生徒指導の課題解 

決においても、成果を期待されます。谷山小学校でもこのような成果を目 

指して取り組んでいきます。 

８月の主な行事予定 
 
１１日（金） 山の日 

リフレッシュウィーク １１日（金）～１７日（木） 
１３日（日） 学校閉庁日 ～１５日（火） 
２０日（日） PTA愛校作業 
２１日（月） 出校日 
２７日（日） PTA愛校作業予備日 

 

６月２９日（木）、ＰＴＡワークショップを行い

ました。講師の方がファシリテーターとなり会を

進行してくださり、それぞれのグループで、自己

紹介をしながら和やかな雰囲気で語り合いまし

た。参加者も笑顔あふれる充実した時間になりま

した。 

今後も実施予定です。 

多くの方のご参加を 

お待ちしております。 

 

 

７月２日（日）、谷山ふるさとコミュニティー協

議会の主催で、６年男児１名、６年女児２名が意

見発表や校区あいご会の活動紹介を行いました。 

頑張っていることや将来の夢、子ども大会等の活

動紹介等素晴らしい発表でした。 

 

 

６月２７日（火）・２８日（水）・２９日（木）、

授業参観と学級ＰＴＡを行いました。子どもたち

は、嬉しそうに保護者の方を迎え、真剣に学習に

取り組んでいました。お忙しい中ありがとうござ

いました。 

授業参観で、児

童の頑張りを見

てくださいまし

た。 

 

 

 ６月２１日（水）、学校保健委員会を行いまし

た。健康診断結果から、本校の課題の説明や、体

力向上に向けての取組の大切さ、次回の研修内容

について話し合いました。 


